
[西徳寺鐘楼]見学レポート
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資料7 　　鐘楼前に立つ松浦弘二





　　　　　西徳寺が光明寺の末寺であることや三浦一族の和田義盛に由来する和田地蔵のことが書かれている





大岡實建築研究所では山門も設計しているが未だに未着工のようである



　　　本堂











　　　庫裡



　正面が鐘楼







　　屋根は振れ隅にしているという







他の作品に比べて軒反りの勾配がかなり急である









　　あまり感心しない石の割り付け











　　　　　　三浦一族の和田義盛に由来する和田地蔵堂







さまざまな供養塔



その中でも唐破風は珍しい



石造ではあるが、これが造られた当時の唐破風のデザインの傾向を示す貴重な史料である



　ちなみに宝暦14年は1764年である



　これは燈篭



　　　　樹齢400年以上の大きなイヌマキとビャクシンで三浦半島の名木・古木50選に紹介されているとのこと







　　　境内下は鴨居港が広がる磯の香りが漂う街であった



　　信誠寺へ移動する道すがらこんな建物もあった（日本人はこういうデザインが根っから好きなのか？）



年月 西暦 助手 構造設計 施工 構造種別

平成4年 1992 西徳寺 鐘楼 神奈川県 横須賀市 松浦弘二・隆 松浦弘二 鈴木社寺工務店 木造
（意匠設計共）

なお、山門も同時に設計しているが未だに未着工のようである

工事名 所在地 工事期間

平成4年





























































































　


